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特定小電力ハンディトランシーバー
（総務省技術基準適合品）

アルインコのトランシーバーをお買い上げいただきましてありがとうござい
ます。本製品の機能を充分に発揮させ、効果的にご使用いただくため、この
取扱説明書をご使用前に最後までお読みください。アフターサービスなどに
ついても記載していますのでこの取扱説明書は大切に保管してください。ま
た、補足シートや正誤表が入っている場合は、取扱説明書と合わせて保管し
てください。ご使用中の不明な点や不具合が生じたとき、お役に立ちます。
本製品は免許・資格不要の特定小電力無線電話として、各種通信にお使いい
ただけます。

ファンクション グループ
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取扱説明書
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タイプライタ
本書は使い方が分からなくなった時にスマートフォン
やタブレットなどからお読みいただくために、操作面
に特化させて編集したものです。注意書きやクリップ
の取り付け等、直接の操作に関係しない部分や余白の
大きい部分は削除、代わりに拡張セットモードなど製品
版説明書に無い資料を加えました。

特にお読みいただきたい部分などは枠で囲ったり、
よくあるご質問には赤字で追加説明や黄色でマーキング
をしています。

安全にお使いいただくため、必ず製品版の注意文を
お読みください。
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1
････････ 付属品と取り付け方 ････････

付属品をご確認ください。

□ ベルトクリップ（ネジ２本）
□ ハンドストラップ
□ 取扱説明書（本書）
□ 保証書

保証書にご購入日の日付が記載されていないときは、領収書やレシートを保証書と
いっしょに保管してください。ご購入日を証明できる書類がないと保証サービスは
無効になりますのでご注意ください。

■ ベルトクリップの取り付け
ベルトクリップを付属のネジ２本で本機の
背面に取り付けます。

ベルトクリップでトランシーバーを体
の横や背中に取り付けてください。イ
ヤホンマイクなどをご使用のときは
余ったケーブルを束ねてください。か
がんだときにプラグやアンテナに過度
な力が加わらないようご注意ください。
定期的にネジにゆるみがないか点検し
てください。ベルトクリップは消耗品
です。スペアー部品（EBC-43）とし
て販売していますので、お買い求めの
際は販売店にご相談ください。

■ ハンドストラップの取り付け
本機背面上部にあるストラップ用の通し穴
に取り付けます。

本機背面上部にあるストラップ用 ････････

お使いになる前に

注意 注意 

本機をお使いになる前にお読みください。

注意 注意 

nakata-katsumi
タイプライタ
ベルトクリップ、ストラップ
取り付け方法　削除
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････････ 電池の入れ方 ････････
単三形乾電池2本またはオプションのバッテリーパック（EBP-60）
を装着します。

1 カバーを開ける
ロックレバーをOPEN▷側へスライ
ドさせながらカバーを開けます。

2 電池を入れる
単三乾電池2本を、ケース内側の「＋
/－」の表示にしたがって装着してく
ださい。
バッテリーパックをお使いの際は、
バッテリーパックの突起位置を確認
して端子が奥になるように装着して
ください。

3 カバーを閉める
カバーを本体上方向へ押さえて閉め
てください。

・ ＋ /－の向きを間違わないようにご
注意ください。

・ 電池は同じ種類の新しいものをご使
用ください。
 大容量アルカリ電池の使用をお勧め
します。

・ 市販の充電池は形状や電気仕様が異
なるためご使用になれません。

・ 本機を長期間使用しないときは電池
を取り外してください。

注意 注意 

お使いになる前に

nakata-katsumi
四角形
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端子 

注意 注意 

お使いになる前に

････････ 充電方法 ････････

● バッテリーパックと充電器について
バッテリーパック、充電器および関連するオプション製品は下記のとおりです。

リチウムイオンバッテリーパック ：EBP-60（3.7V-1200mAh）
シングル充電スタンド ：EDC-131
シングル充電器セット ：EDC-131A（ACアダプター付属）
ACアダプター ：EDC-122
ツイン充電器セット ：EDC-167A（ACアダプター付属）
ツイン連結スタンド ：EDC-167R
連結用ACアダプター ：EDC-162
 　（EDC-167A/R連結時必要） 

・ オプションの バッテリーパックは出荷時には十分には充電されていません。
お買い上げ後に充電してからご使用ください。

・ 充電は0℃～40℃の温度範囲内でおこなってください。
・ バッテリーパックの改造、分解、火中・水中への投入は絶対にしないでくだ
さい。発熱、破裂などの恐れがあり大変危険です。

・ バッテリーパックの端子は絶対にショートさせないでください。機器の損傷
や発熱による火災、火傷の原因になることがあります。

・ 継続的な充電や放電状態での放置はバッテリーパックの劣化を早める原因
になることあります。

・ バッテリーパックの保存は、-5℃～35℃の範囲で湿度が低く乾燥した場所
を選んでください。それ以外の温度や湿度が高い場所では、液漏れや金属
部分のサビの原因になりますので避けてください。

・ バッテリーパックは消耗品です。所定の時間充電しても使用時間が著しく短
い場合は寿命を迎えています。新しいものにお取替えください。

■ バッテリーパックの取り扱いについて

バッテリーパックを持ち運ぶときは端子を
ショートさせないようご注意ください。
大電流が流れて火災、火傷の原因になるこ
とがあります。

nakata-katsumi
四角形
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■ バッテリーパックの保管について

バッテリーパックを保管するときは、以下のことにご注意ください。

■ バッテリーパックの充電方法

● ACアダプターによる充電方法
本機にはリチウムイオンバッテリーパック（EBP-60）用の充電回路が内蔵され
ています。

1 本機にバッテリーパックを装着し
ます

バッテリーパックの突起位置を確認
して、端子が奥になるように装着し
てください。 突起

金属物を一緒にしてカ
バンなどに入れないで
ください。 

カバンなどに入れるときは、電気を通さない布や袋
で包んでください。 

金属メッキしている布に
包んだり、内側が金属加
工のカバンなどに直接入
れたりしないでください。 

電気を通さない物など
を敷いてから、置いてく
ださい。 

釘や画鋲などの金属類
に端子を触れさせたり、
電気を通す物がある場
所に置かないでください。 

お使いになる前に
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EDC-131

Li-ion BATTERY CHARGER

22

34

3

1

外部電源端子を使う

充電スタンドを使う

お使いになる前に

注意 注意 

注意 注意 

2 AC アダプターを家庭用コンセ
ントAC100Vへ接続します

3 トランシーバーの電源を切りま
す。

4 外部電源端子の防水キャップを取
り外しACアダプターのプラグを
接続します。

　　充電が開始されトランシーバーの
ディスプレイに「CHRGE」が表
示されます。

 充電が完了するとディスプレイに
「FULL」が表示されます。

トランシーバーの電源を入れたままでも
充電できますが、充電中または充電完了
をお知らせする表示がされません。
外部電源端子の防水キャップを取り外
した場合は紛失しないようご注意くださ
い。
外部電源を接続しているときは耐塵防浸
にはなりません。

 

● シングル充電器セット（EDC-131A）の使用方法
① ACアダプターのプラグを充電スタンドの電源端子へ接続します。
② ACアダプターを家庭用コンセントAC100Vへ接続します。
③ トランシーバーの電源を切って充電スタンドのポケットへ挿入します。
 充電が開始されトランシーバーのディスプレイに「CHARGE」が表示
されます。充電が完了するとディスプレイに「FULL」が表示されます。

充電器セット（EDC-131Aなど）に付属しているACアダプターは充電専用です。
送受信音声にノイズが混入するため通話にはご使用になれません。

nakata-katsumi
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● ツイン充電器セット（EDC-167A）の使用方法
2台のトランシーバーを同時に充電
できます。
① ACアダプターのプラグを充電ス
タンドの電源端子へ接続します。

② ACアダプターを家庭用コンセン
トAC100Vへ接続します。

③ トランシーバーの電源を切って充
電スタンドのポケットへ挿入しま
す。
充電が開始され充電スタンドの赤
ランプが点灯するとともに、ト
ランシーバーのディスプレイに
「CHARGE」が表示されます。
充電が完了すると赤ランプが消灯
し、トランシーバーのディスプレ
イに「FULL」が表示されます。

●  ツイン連結スタンド（EDC-167R）の使用方法
充電スタンドを4台まで連結し、最
大で8台のトランシーバーを同時に
充電できます。
① 充電スタンドどうしを連結します。
 充電スタンド裏面を連結プレート
で接続します。

② 充電スタンド裏面のコネクタを接
続します。

③ 一端の充電スタンドと連結用AC
アダプター（EDC-162）のコネ
クタを接続します。

④ ACアダプターを家庭用コンセン
トAC100Vへ接続します。

⑤ トランシーバーの電源を切って充
電スタンドのポケットへ挿入しま
す。

 充電が開始され充電スタンドの赤
ランプが点灯するとともに、ト
ランシーバーのディスプレイに
「CHARGE」が表示されます。

 充電が完了すると赤ランプが消灯
し、トランシーバーのディスプレ
イに「FULL」が表示されます。

お使いになる前に
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メモ メモ 

注意 注意 

●  バッテリーパック単品の充電方法
ツイン充電器（EDC-167A/R）を
使用してリチウムイオンバッテリー
パック（EBP-60）単品を充電でき
ます。
① バッテリーパックの端子側を充
電スタンドの矢印方向へスライ
ドさせて装着します。

 充電が開始されると充電スタン
ドの赤ランプが点灯し、完了す
ると消灯します。

• 空のリチウムイオンバッテリーパックを満充電するのに要する時間は約
3時間です。
• 充電するときはトランシーバーの電源を切ってください。
• トランシーバーと充電器の充電端子はときどき乾いた布で掃除してくだ
さい。汚れていると接触不良の原因になります。

トランシーバーやバッテリーパックをツイン充電器の前方のポケットに挿
入すると赤色ランプが点灯するが後方のポケットに挿入すると点灯しない、
あるいはその逆の動作をすることがあります。
充電開始、完了を決定する回路の個体差によりこのような動作をすること
がありますが異常ではありません。
充電器の赤色ランプが点滅したときはACアダプターのプラグを接続し直
してください。
点滅が続く場合はバッテリーパックが寿命を迎えているため新しいものに
お取り替えください。

■ACアダプターでの運用について
外部電源としてACアダプターEDC-122を常用する場合は、過充電による
劣化を防ぐためバッテリーパックは取り外しておくことをお勧めします。

ACアダプターEDC-122で運用中にAC電源（AC100V）が停電しその後
復旧したときは、本機は自動的に停電前の状態に復帰します。

ACアダプターを使用しているとき送受信音声にノイズが混入する場合は、
ACアダプターとトランシーバーを離したりコードの引き回しを変えてくださ
い。ノイズが低減することがあります。

12

お使いになる前に
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････････ 各部の名前とはたらき ････････
本機の各部の名前とそのはたらきを説明します。

ファンクション グループ モニター
モード

① ②
③

④
⑤

⑥

⑦

⑧
⑨

⑬⑫⑪

⑩

説　明 はたらき

① アンテナ アンテナは外れないようになっています。

② イヤホン／マイク端子

オプションのイヤホンマイクなどを接続します。接続すると
きはプラグを奥までしっかりとねじ込んでください。
使用しないときは防水のためキャップをねじ込んでくださ
い。

③ ダイヤル

チャンネル、音量、グループ番号の選択やセットモード設定
に使用します。ダイヤルを回してチャンネルを選択します。
ダイヤルを押すと音量、グループ番号の選択、 点灯状態
でダイヤルを押すとセットモードの設定ができます。

④ DC-IN
外部電源接続端子です。オプションのACアダプターやシガー
ライターケーブルを接続します。オプションのバッテリー
パックを装着して充電することができます。

⑤ スピーカー 受信音が鳴ります。

⑥ マイク 送信するときに話します。マイクと口もとは約5センチ離し
てください。

⑦ [PTT] キー 送信するときは押しながらマイクに向かって話します。

お使いになる前に

nakata-katsumi
タイプライタ
※　外部電源端子のゴムは
　　しっかり閉じられているので
　　外すときに勢いで飛び出すこと
　　があります。
　　紛失にご注意ください。
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お使いになる前に

説　明 はたらき

⑧ [フック（A/B、サーチ）]
キー

同時通話電話モードで応答するときに押します。
中継モード、中継子機モード時に 点灯状態では周波数帯
（A/B）が切り替わります。

⑨ [電源 ] キー 約2秒間押して電源をON/OFFします。

⑩ ディスプレイ チャンネルや音量、各種設定内容を表示します。

⑪ [ファンクション／ 
（ロック）]キー

通話モードの切り替えやセットモードなど各種設定の開始に
使用します。約2秒間押し続けるとキーロックができます。

⑫ [グループ ]キー グループトーク機能に使用します。メモリーモードの呼び出
し、書き込みにも使用します。

⑬ [ モニター（モード）]
キー

受信信号が弱く音声が途切れるときに使用します。 点灯
状態では通話モードの切り替えに使用します。約2秒押すと
スキャンを開始します。

･･･････ キー操作の表記について ･･･････

本書の説明で「押します」とはキーやダイヤルを押したあとすぐに指
を離すことを指します。
「約2秒間押す」「長く押す」「長押しする」とは機能が動作するまで
押し続けることを指します。

nakata-katsumi
タイプライタ
余白削除

nakata-katsumi
タイプライタ
17

nakata-katsumi
直線
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説　明

① メモリーモード時に点灯します。

② ［ファンクション］キーを押すと点灯します。

③ 電話のように使用できる同時通話時に点灯します。

④ 同時通話モード時に点灯します。

⑤ 秘話機能設定時に点灯します。

⑥ コンパンダー機能設定時に点灯します。

⑦ ベル機能設定時に点灯します。

⑧ バイブレーター機能設定時に点灯します。

⑨ 電池電圧が低下すると点灯、点滅します。

⑩ チャンネルやグループ番号、セットモード項目を表示します。

⑪ ショックセンサーモード時に点灯します。機能説明は弊社ホームページをご覧ください。

⑫ キーロック中に点灯します。

⑬ 子機として使用する各モード時に点灯します。

⑭ 中継器または中継子機の各モード時に点灯します。

⑮ 中継器リモコンモード時に点灯します。

⑯ 受信中に点灯します。

⑰ 送信中に点灯します。

⑱ モード番号、周波数帯、メモリー番号を表示します。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

⑰ ⑯ ⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ⑪

⑩⑱

お使いになる前に

･･･････････ ディスプレイ ･･･････････

注意 注意 単三形乾電池を使用しての同時通話や中継動作中に、ディスプレイ表示が薄くなる
ことがありますが内部回路の動作仕様であるため異常ではありません。

nakata-katsumi
タイプライタ
思うような動作をしないとき、普段見かけないマークが
出ていないか、その意味は何か、をここでチェックできます。

nakata-katsumi
タイプライタ
本書の説明ページ

nakata-katsumi
タイプライタ
P.43

nakata-katsumi
タイプライタ
P.35

nakata-katsumi
タイプライタ
P.32

nakata-katsumi
タイプライタ
P.53

nakata-katsumi
タイプライタ
P.53

nakata-katsumi
タイプライタ
P.55

nakata-katsumi
タイプライタ
P.54

nakata-katsumi
タイプライタ
P.42

nakata-katsumi
タイプライタ
P.42

nakata-katsumi
タイプライタ
巻末追加説明

nakata-katsumi
タイプライタ
セットモード　P.51
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お使いになる前に

■ チャンネル表示について

● 交互通話（単信）モード1
レジャー、ビジネス両方の20チャンネルを搭載しています。
 L01

L表示は
レジャータイプ

 L09

L表示のチャンネルでは、従来のレジャー
タイプ（9チャンネル機）と通話できます。

 b01

b表示は
ビジネスタイプ

 b11

b表示のチャンネルでは、従来のビジネス
タイプ（11チャンネル機）と通話できます。

●中継、同時通話（半複信、複信）モード1以外
レジャー、ビジネス両方の27チャンネルを搭載しています。
 L10

L表示は
レジャータイプ

 L18

9チャンネル

 b12

b表示は
ビジネスタイプ

 b29

18チャンネル

〜 〜

〜 〜

･････････････ 基本操作 ･････････････
本機の基本となる操作を説明します。

■ 電源を入れる

［電源  ］キーを約2秒間押します。
電源を切るときも同じ操作をします。

ファンクション グループ モニター
モード

約２秒間押し続けます
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メモ メモ 

■ チャンネルを設定する

ダイヤルを回して相手機と同じチャンネル
に合わせます。L（レジャー）、b（ビジネス）
の表示にご注意ください。

■ 音量を調整する

1 ダイヤルを押す

ディスプレイに初期状態の音量レベ
ル「voL-15」が表示されます。

2 音量レベルを調整する

音量レベルの表示中にダイヤルを回
すと音量が増減できます。
音量調整は0～30までの31段階
です。
[モニター ]キーを押すと「ザー」と
いうノイズが聞こえ音量調整の目安
になります。

3 音量レベルを選択する

適切な音量レベルを選択し [PTT] キーを押して設定を完了します。
→受信待ち受けに戻ります。
各キーの無操作状態が約5秒続いたときは自動的に設定を完了します。

セットモードのCH/VOL選択機能で、チャンネル設定と音量調整の手
順を逆にすることができます。

DownUp

DownUp

お使いになる前に

nakata-katsumi
タイプライタ
ダイヤルを回すとVOL-数字が出るとき
P.51セットモード＞voL-CHをCH-uoLに。

nakata-katsumi
タイプライタ
ダイヤルを回すとチャンネルが変わるとき
セットモード＞CH-uoLをuoL-CHに。

nakata-katsumi
タイプライタ
音量調整してもイヤホンの音が大きすぎる、小さすぎる
セットモード＞「on Ear-C」　L=音を小さく　H=音を大きく

nakata-katsumi
タイプライタ
モニターボタンを押すと「ザー」と鳴るので目安になります。もう一度押すと
止まります。
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お使いになる前に

■ 受信する

信号を受信するとディスプレイの が
点灯しスピーカーから相手の声が聞こえ
ます。
適切な音量レベルに調整してください。

■ 送信する

［PTT］キーを押しながらマイクに向かっ
て話します。

■ 設定を完了する
通話モードの切り替えや各種設定を完了するときは [PTT]キーを押してください。

■ グループトーク機能
同じグループ設定の人とだけ通話したいときは、グループトーク機能を使用しま
す。
グループ番号は50通りの中からひとつを選択してください。
初期状態は01番に設定されており一般的によく使用されています。混信を避け
るため01番以外に設定されることをお勧めします。

1［グループ］キーを押す

→グループ番号が点灯します。

2ダイヤルを2回押す

→グループ番号が点滅します。

押すと送信します
離すと受信します

ファンクション グループ モニター
モード

点滅

nakata-katsumi
タイプライタ
通話グループ全員の無線機に設定します。

nakata-katsumi
タイプライタ
旧機種や他社製と混用時、この機能が安定して動かないときは
５番以上の大き目の数字に合わせてみてください。
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3 グループ番号を選択する

グループ番号が点滅中にダイヤル
を回しグループ番号を選択します。

4 設定を完了する

[PTT] キーを押して設定を完了し
ます。
各キーの無操作状態が約5秒続い
たときは自動的に設定を完了しま
す。

押すと設定が完了
します

お使いになる前に

nakata-katsumi
タイプライタ
余白削除

nakata-katsumi
タイプライタ
22

nakata-katsumi
直線

nakata-katsumi
直線
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････････ 通話モードの切り替え ････････
工場出荷状態ではもっとも基本的なモード1交互通話（単信）に設定
されています。通話モードの切り替え方法について説明します。

1［ファンクション］キーを
押す

→  が点灯します。

2  点灯中に［モード］キー
を押す

→モード番号が点滅します。

3通話モードを選択する

ダイヤルを回し通話モードを選択
します。
→モード番号が変わります。

ファンクション グループ モニター
モード

が点灯します

ファンクション グループ モニター
モード

点灯中に…

2 通話モードの切り替え
DJ-R200Dで使用できる通話モードの概要と操作方法を紹介します。
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メモ メモ 

4 設定を完了する

[PTT] キーを押して設定を完了し
ます。各キーの無操作状態が約5
秒続いたときは自動的に設定を完
了します。

････････ 通話モード ････････
DJ-R200Dに搭載されている通話モードの概要を紹介します。
ここではよく使用する通話モードについて説明します。

その他の通話モードや高度な使用方法については弊社ホームページをご覧
ください。

　 通話モード番号は弊社の従来製品と統一しています。

● モード1：交互通話（単信）

もっとも基本的な交互通話（単信）モードです。工場出荷状態で電源を入れ
ると、このモードになります。送信するときは［PTT］キーを押して通話し
ます。周波数構成が同じであれば、他の特定小電力トランシーバーとも通話
できます。

使用チャンネル：L01～ L09、b01～ b11

押すと設定が完了
します

メモ メモ 

通話モードの切り替え

nakata-katsumi
タイプライタ

nakata-katsumi
タイプライタ
任意の一人が話し、残り全員がその声を聴きます。
送信者は常に１人ですが、電波が届く範囲なら
何人でもグループに加われます。

nakata-katsumi
タイプライタ
設定方法＞P.31

nakata-katsumi
タイプライタ
A

nakata-katsumi
タイプライタ
B

nakata-katsumi
タイプライタ
C
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通話モードの切り替え

メモ メモ 

●モード2：同時通話（複信）

電話のように会話ができる同時通話モードです。本モードは1対1の通話で
すが、ループ機能設定時には第三者も通話を聞くことができます。

使用チャンネル：L10～ L18、b12～ b29

送信するときは交互通話と同じように[PTT]キーを押して通話しますが、
電話のように呼び出し応答する「電話タイプ」に切り替えることができ
ます。

同時通話においては必ずオプションの外部マイク（ヘッドセットやイヤホ
ンマイク）などをご使用ください。スピーカーマイクはハウリングが起こ
るためご使用になれません。

●モード3：中継子機（半複信）

半複信方式の中継器にアクセスする子機モードです。本機のモード5などの
中継器を介することで、直接では電波が届かない相手と通話することができ
ます。周波数構成が同じであれば、他の特定小電力トランシーバーとも中継
器を介して通話できます。

使用チャンネル：L10～ L18、b12～ b29

注意 注意 

第三者

モード3 モード5 モード3 

nakata-katsumi
タイプライタ
A

nakata-katsumi
タイプライタ
B

nakata-katsumi
タイプライタ
C

nakata-katsumi
タイプライタ
設定方法＞P.32


nakata-katsumi
タイプライタ
交互通話の中継器にアクセスするときの子機モードです。

nakata-katsumi
四角形

nakata-katsumi
直線

nakata-katsumi
直線

nakata-katsumi
タイプライタ
又は別売中継器

nakata-katsumi
タイプライタ
設定方法＞P.36

nakata-katsumi
タイプライタ
AとBが通話、Cは通話を
聞けますが、話が終わる
まで割り込みはできません。
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●モード5： 中継器（半複信）

半複信方式の中継器として使用するモードです。本機のモード3中継子機で
アクセスします。

使用チャンネル：L10～ L18、b12～ b29

●モード9：デュアルオペレーション
メイン /サブの2つのチャンネルを交互に受信し、そのどちらとも通話でき
るモードです。本モードを使用するときは、あらかじめメモリーチャンネルA、
bへの登録が必要です。

使用チャンネル： L01～L09、b01～b11/
  L10～L18、b12～b29

モード5 モード3 モード3 

モード9

 メイン
（メモリーA）

 サブ
（メモリーb）

通話モードの切り替え

nakata-katsumi
タイプライタ
モード４他、欠番しているモードの説明＞P.27～P.29

nakata-katsumi
タイプライタ
本機を交互通話中継器として使います。

nakata-katsumi
タイプライタ
設定方法＞P.39

nakata-katsumi
タイプライタ

nakata-katsumi
タイプライタ
管理者

nakata-katsumi
タイプライタ

nakata-katsumi
タイプライタ
・AとBのグループは、別グループの通信を聞きたくない、聞く必要が無い。
・管理者は両方の通話を聞いて、指示を出す必要がある。
こんな時に使います。管理者、通信グループともユーザー数に制限はありません。
管理者だけモード９にします。

nakata-katsumi
タイプライタ

nakata-katsumi
タイプライタ
グループ

nakata-katsumi
タイプライタ
グループ
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････････ その他の通話モード ････････
その他の通話モードの概要を紹介します。
これらの機能は通話モード変更操作で選択できますが、使用方法は本
書に記載していないため弊社ホームページをご覧ください。
ホームページ　http://www.alinco.co.jp/「電子事業部」

●モード4：複信中継子機

直接では電波が届かない相手と中継器を介して同時通話をする子機モー
ドです。中継器にはモード6を使用します。

●モード6：複信（連結）中継器

複信（半複信）方式の中継器モードです。モード4、モード8の子機で
アクセスします。

モード4 モード4 モード6 

モード4、8 モード4、8 モード6 

通話モードの切り替え

http://www.alinco.co.jp/division/electron/index.html
nakata-katsumi
タイプライタ
同時通話中継の子機モード

nakata-katsumi
タイプライタ
操作方法は本書巻末の拡張版説明書にも掲載しています。

nakata-katsumi
タイプライタ
同時通話中継器モード

nakata-katsumi
タイプライタ
連結ケーブル ADUA-97は別売です。

nakata-katsumi
矢印
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●モード8：半複信連結中継子機

直接では電波が届かない相手と中継器を介して交互通話をする子機モードで
す。
中継器にはモード6を使用します。

●モード12：中継器リモコン

本機をリモコンとして中継器のチャンネルやグループなどを電波で遠隔設定
する機能です。

●モード13：ショックセンサー

本機には振動や衝撃を検知するセンサーを内蔵しています。
無線機を使用している作業者の転倒を検知したり、簡易的な防犯用途に応用
することができます。振動や衝撃を検知すると相手機にアラームや音声ガイ
ダンスでお知らせします。

モード8 モード8 モード6 

モード12 中継器

遠隔設定

通話モードの切り替え

nakata-katsumi
タイプライタ
交互通話有線連結の子機モード

nakata-katsumi
タイプライタ

nakata-katsumi
タイプライタ
中継ケーブルの作り方は巻末

nakata-katsumi
矢印
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●モード14：連続・交互通話（送信休止時間短縮）
●モード15：連続・同時通話（送信休止時間短縮）

異なる2つのチャンネルを自動的に切り替えて連続通話時の送信休止時間を
短縮するモードです。
交互通話、同時通話いずれも同様の動作をします。送信出力Hi（10mW）設
定で3分送信2秒休止の通信制限をなるべく気にせず通話したいときにお試
しください。通常は同じチャンネルで連続通話すると3分ごとに2秒間送信
を中断しますが、タイムアウト直前に別のチャンネルに自動的に切り替えるこ
とで通話を継続します。
切り替えるチャンネルが空いているかキャリアセンスをおこなうため3分ご
とに約0.5秒間通話が中断します。
本機能の連続通話は電波法や標準規格を順守した上での疑似的なものであり、
対応する弊社製の機器間でのみ有効です。

通話モードの切り替え

nakata-katsumi
タイプライタ
29

nakata-katsumi
タイプライタ
余白削除
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････････ 通話モード一覧 ････････
よく使用する通話モードについては本書にて説明しています。
その他の通話モードや高度な使用方法については弊社ホームページを
ご覧ください。
ホームページ　http://www.alinco.co.jp/「電子事業部」

モ

ー

ド
番
号

通
話
方
式

チ
ャ
ン
ネ
ル

デ
ィ
ス
プ
レ
イ

表
示

取
扱
説
明

1 交互通話（単信） L01～09
b01～11 子機 本書

2
同時通話（PTTタイプ） L10～18

b12～29 同時 /子機 本書

同時通話（電話タイプ） L10～18
b12～29 同時/子機/ 本書

3 半複信中継子機 L10～18
b12～29 中継 /子機 本書

4
複信中継子機（PTTタイプ） L10～18

b12～29
同時 /子機 /
中継

弊社ホーム
ページ

複信中継子機（電話タイプ） L10～18
b12～29

同時 /子機 /
　中継 /

弊社ホーム
ページ

5 半複信中継器 L10～18
b12～29 中継 本書

6 複信（連結）中継器 L10～18
b12～29 同時 /中継 弊社ホーム

ページ
7 使用しません ーーー ーーー ーー

8 半複信連結中継子機 L10～18
b12～29 中継 /子機 弊社ホーム

ページ

9 デュアルオペレーション メモリー
A/b メモリー内容による 本書

10 使用しません ーーー ーーー ーー
11 使用しません ーーー ーーー ーー

12 中継器リモコン L10～18
b12～29   点滅 弊社ホーム

ページ

13 ショックセンサー L01～09／b01～11
L10～18／b12～29 子機／ 弊社ホーム

ページ

14 連続・交互通話 チャンネルグループ
A～H 子機 弊社ホーム

ページ

15 連続・同時通話 チャンネルグループ
A～H 同時／子機 弊社ホーム

ページ

通話モードの切り替え

http://www.alinco.co.jp/division/electron/index.html
nakata-katsumi
タイプライタ
巻末に掲載
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通話モードの切り替え

････････ 各モードの操作方法 ････････
モードごとに操作方法を説明します。ここではよく使用する通話モー
ドについて説明します。

その他の通話モードや高度な使用方法については弊社ホームページをご覧
ください。

モード1：交互通話（単信）
もっとも基本的な交互通話（単信）の操作方法です。

1 電源を入れる

［電源  ] キーを約2秒間押します。

2 チャンネルを合わせる

ダイヤルを回してチャンネルを合わせます。

3 音量を調整する

ダイヤルを押し、音量レベルが表示中にダイヤルを回します。適切な音
量に調整 してください。

4 受信 /送信する

● 受信する

信号を受信するとスピーカーから相
手の声が聞こえます。ディスプレイ
の  が点灯します。

信号が弱く相手の声が途切れる場合、［モニター］キーを押してください。
スケルチが解除され聞きやすくなることがあります。スケルチとは受信信
号がないときに「ザー」というノイズを消す機能です。

メモ メモ 

メモ メモ 

nakata-katsumi
タイプライタ
（モニターボタンを押したザー音が目安）

nakata-katsumi
タイプライタ
別売マイクを使う前にまず本体の設定をして、通話できることを確認してください。
マイクの接続不良を、本体の不良と勘違いされることを防ぐためです。

nakata-katsumi
タイプライタ
グループ機能：グループボタンを押したあと、ダイヤル２回押し下げて、ダイヤルで数字
　　　　　　　を選択します。

nakata-katsumi
タイプライタ
モニターキーをもう一度押すと戻ります。
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メモ メモ 

メモ メモ 

注意 注意 

● 送信する

信号を受信していないことを確認してから［PTT］キーを押します。
［PTT］キーを押しながらマイクに向かって話します。
ディスプレイの  が点灯します。
［PTT］キーを離すと受信待ち受けに戻ります。

マイクと口もとは約5センチ離してください。

■ コールトーン機能

送信中に［ファンクション］キー、［グループ］キー、［モニター］キーのいずれ
かを押すと音色の異なる呼び出し音が鳴り、相手に注意喚起することができます。

モード2：同時通話（複信）
電話のように会話ができる同時通話モードです。グループ全員に呼び
出しをおこない、最初に応答した人と通話します。モード2に設定す
ると自動的に複信チャンネル（L10～ /b12～）に移行します。

同時通話モードでは必ずオプションの外部マイク（ヘッドセットやイヤ
ホンマイク）をご使用ください。スピーカーマイクはハウリングが起こ
るためご使用になれません。

モード2には「PTTタイプ」と「電話タイプ」があります。
初期状態では「PTTタイプ」が選択されています。

従来製品では「PTTタイプ」のことを「強制タイプ」と称している場合
がありますが同じ機能です。

通話モードの切り替え

nakata-katsumi
タイプライタ
ボタンを押して、わずかに間をおいてから話すと頭切れが起きません。

nakata-katsumi
タイプライタ

nakata-katsumi
タイプライタ
突然スピーカーから声が出ると他人に聞かれて困る時など、話す前にこの
トーンを使い合図します。

nakata-katsumi
四角形
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通話モードの切り替え

メモ メモ 

■  PTT タイプ
交互通話のようにお互いの [PTT] キーを押して送信する通話方式です。

1 外部マイクを接続する
本機にオプションのヘッドセットやイヤホンマイクを接続します。

2 モード２に設定する
［ファンクション］キーを押し  点
灯中に［モード］キーを押します。
→モード番号が点滅します。
ダイヤルを回してモード2に設定し
ます。［PTT］キーを押して設定を完
了します。

モード2に設定すると自動的にグループトーク機能がONになりグルー
プ番号が表示されます。グループトーク機能を解除することはできません。

3 チャンネルを合わせる
ダイヤルを回してチャンネルを合わせます。

同時通話でチャンネルb12～ b29を選択すると自動的に送信出力は
Loパワー1mWになり3分制限のない連続送信がおこなえます。1mW
設定時にはチャンネル表示部に「.（ドット）」が点灯します。
チャンネルL10～L18は1mWに設定しても連続送信はできません。

4 グループ番号を合わせる
ダイヤルを２回押すとグループ番号が点滅します。
点滅中にダイヤルを回してグループ番号を設定します。
［PTT］キーを押して設定を完了します。

メモ メモ 

nakata-katsumi
タイプライタ
（旧名：強制モード）

nakata-katsumi
タイプライタ
一人が話しているときは交互通話のように、二人が
PTTキーを押している間は同時通話で話せます。
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メモ メモ 

5 呼び出す
本機に接続した外部マイクの [PTT]
キーを押します。
  が点灯します。外部マイクに向
かって話します。

ご使用になるオプションマイクによって形状や［PTT］キーの位置は異
なります。

6 応答する

呼び出しに応答するときは本機に接続した外部マイクの [PTT] キーを
押します。
同時通話が成立すると   が点灯します。外部マイクに向かって話し
ます。

7 通話を終了する
通話を終了するときは外部マイクの [PTT] キーを押します。
送信が停止し   が消灯します。

モード2の同時通話においてセットモードのPTTホールド機能を初期状
態のAt（AUTO）に設定しておくと自動的にPTTホールド機能は有効に
なります。PTTホールド機能とは［PTT］キーを押し続けなくても送信
を保持する機能です。［PTT］キーを押すたびに送信、受信待ち受けにな
ります。

■ ループ機能
セットモードのループ機能をONにすると通話している2人以外の第三者が
会話を聞くことができます。送信するトランシーバーすべてのループ機能を
ONにしてください。

メモ メモ 

通話モードの切り替え

nakata-katsumi
タイプライタ
※３名以上のユーザーが居るときは
通話したい相手の名前を伝えるなど、
この呼び出しは便利に使えます。

nakata-katsumi
タイプライタ
相手がPTTを押して送信状態になったら
同時通話になります。

nakata-katsumi
タイプライタ

nakata-katsumi
タイプライタ
イヤホンマイク等のPTTボタンロックを掛けても、手を離せます。

nakata-katsumi
タイプライタ
初期状態では、このままPTTキーから指を放せます。

nakata-katsumi
タイプライタ
PTTホールドが効かないとき：P.51　>　P.57

nakata-katsumi
タイプライタ
P.51 > P.54


nakata-katsumi
タイプライタ
3名以上で使うときは、設定することをお勧めします。

nakata-katsumi
四角形
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通話モードの切り替え

■ 電話タイプ

電話のように呼び出し／応答の手順で通話をおこないます。

1 外部マイクを接続する
本機にオプションのヘッドセットや
イヤホンマイクを接続します。

2 通話タイプを切り替える
[ ファンクション ] キーを押し 点
灯中に [ フック ] キーを約2秒間押
します。  が点灯し「電話タイプ」
に切り替わります。

3 チャンネルとグループを合わせる

4 呼び出す

本体の［PTT］キーまたは外部マイ
クの［PTT］キーを押します。
→ 10秒間呼び出し音が鳴ります。
相手からの応答を待ちます。

5 応答する

相手から呼ばれたときは10秒間呼
び出し音が鳴ります。呼び出し音が
鳴っている間に本体の［PTT］また
は［フック］キー、または外部マイ
クの［PTT］キーを押します。
→同時通話が成立して   が点灯
します。外部マイクに向かって話し
ます。

10秒間呼び出し音が
鳴ります

相手から呼ばれたときは
［PTT］または「フック」
キーを押します

nakata-katsumi
タイプライタ

通話前にベル音での呼び出しが絶対必要な場合を
除いて、PTTタイプ設定をお勧めします。



nakata-katsumi
タイプライタ
通信が途切れたら、呼出し手順を繰り返します。

前述のPTTモードは途切れても操作なしで通話
が続けられます。



nakata-katsumi
タイプライタ
中継器も子機も、すべて同じチャンネルとグループ番号にします。

nakata-katsumi
タイプライタ
＊一旦通話が始まると、ピピ音は鳴りません。
＊しばらく通話が無いと、④の手順でピピ音が鳴るまで待ちます。
＊ピピが鳴らないまま３分を経過すると３分タイムアウトになります。

nakata-katsumi
タイプライタ
※ 周波数帯とは？
中継や同時通話のL10～L19,b12～b29は、1つのチャンネルに421MHz帯と440MHz帯の
２つの周波数をペアとして総務省から割り当てられています。（P.61)
そのどちらを送信側と受信側に割り当てるかを決めるのがA/b切り替えです。
A設定では送信を440MHz側に、b設定では421MHz側に割り当てています。



nakata-katsumi
タイプライタ
中継器も子機も、すべて同じチャンネルとグループ番号にします。





nakata-katsumi
タイプライタ
設定前の表示です。

nakata-katsumi
四角形



nakata-katsumi
直線

nakata-katsumi
タイプライタ
グループトークはP.21で説明済、省略

nakata-katsumi
タイプライタ
41





nakata-katsumi
タイプライタ
登録済みのチャンネルを選ぶと、新しく編集したデータを上書きして
保存できます。



nakata-katsumi
タイプライタ
※完全リセットは拡張セットモードの設定まで消してしまいます。
　通常は使わないで、上書きか個別消去をしてください。

nakata-katsumi
直線

nakata-katsumi
直線





nakata-katsumi
タイプライタ
勝手にチャンネルが動いて困ったときは
この設定と次のページの項目をチェックしてください。

nakata-katsumi
四角形



nakata-katsumi
タイプライタ
勝手にチャンネルが動いて困るときは
この設定と前のページの項目をチェックしてください。



nakata-katsumi
タイプライタ
以下の２項目は設定なしで「使用する」状態になっています。

nakata-katsumi
タイプライタ

nakata-katsumi
タイプライタ
セットモードの最後のメニュー Ear-C　でオフにできます。

nakata-katsumi
タイプライタ
拡張セットモードでオフにできますが、対応しない機種では効果が
無いだけなので、敢えてオフを選ぶ必要はありません。



nakata-katsumi
ハイライト

nakata-katsumi
ハイライト

nakata-katsumi
ハイライト

nakata-katsumi
タイプライタ
通常は使いません！

nakata-katsumi
タイプライタ
管理者が設定する上級設定まで消してしまいます。
業務で無線機を貸与されてお使いの場合、この
リセットは絶対にしないでください。

弊社にお尋ね頂いても、どのようにプログラムされ
ていたかは分かりかねます。

無線機管理者の方へ：
巻末の拡張版説明書のレストア機能をお使いに
なれば、リセット前の状態を記憶させ、リセット
後でもその状態に回復できます。


nakata-katsumi
直線



nakata-katsumi
タイプライタ
１７～３０の項目は、一般ユーザーが変更する必要は少ないものです。
興味本位で安易に設定すると誤動作や故障のように見えることがあります。

nakata-katsumi
四角形

nakata-katsumi
タイプライタ
本書の巻末、拡張版説明書を参照ください。

nakata-katsumi
直線

nakata-katsumi
直線



nakata-katsumi
タイプライタ
Mと数字も表示されます。





nakata-katsumi
タイプライタ
コンパンダー非対応機と混用するときは、全員がコンパンダーを使わないでください。

nakata-katsumi
直線

nakata-katsumi
直線

nakata-katsumi
四角形

nakata-katsumi
タイプライタ
「モガモガした声」と言われたときはこの設定と拡張セットモードの秘話関連項目をチェックしてください。

nakata-katsumi
タイプライタ
秘話



nakata-katsumi
ハイライト

nakata-katsumi
タイプライタ
モード２の同時通話でお使いの時は、すべてのユーザーにこの設定をしておくことをお勧めします。

nakata-katsumi
タイプライタ
モード４や６でお使いの時はご注意ください。

nakata-katsumi
タイプライタ



nakata-katsumi
ハイライト

nakata-katsumi
ハイライト



nakata-katsumi
ハイライト



nakata-katsumi
タイプライタ
交互、交互中継通話でPTTキーの機械的なロックが無いマイクやヘッドセットを使うときはONにします。



nakata-katsumi
タイプライタ
３分経過すると自動で２秒間停波、PTTが押されたままでチャンネル
が空いていれば、そのまま自動で再送信します。

nakata-katsumi
タイプライタ
VOXは咳払いをしても送信する、頭切れが多い、うるさい場所では
使えない、等の制限があります。

nakata-katsumi
タイプライタ

nakata-katsumi
タイプライタ
.

nakata-katsumi
矢印











nakata-katsumi
ハイライト

nakata-katsumi
ハイライト



nakata-katsumi
タイプライタ
64



http://www.alinco.co.jp/division/electron/index.html
nakata-katsumi
タイプライタ


よくあるご質問（弊社HPのFAQコーナー）：
http://www.alinco.co.jp/division/electron/faq.html


nakata-katsumi
タイプライタ












































